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本寄稿でもっとも着日されるのは、
1917年のロシア革命は「世界史の一大

転換点」となったが、「ロシアの人々には幸福と正義を

もたらさなかった」とのべる箇所だろう（連載第4回）。

もうひとつ、ロシア100年を分析する切り口もなるほど

と思わせる。巨大な政治的実験つづきて、しかもどれひ

とつ継承性・連続性がなかったという（第4回）。

本稿には、他の論客にはあまり類例のない、独特の指

摘があるので4点ほど指摘しておきたい。

ひとつは、10月革命と第1次大戦との関係である。本

稿は2月革命で成立したロシア臨時政府が、もしも戦争

離脱と和平交渉を決断していたら、革命運動は引き潮
に転じていたとみる。革命運動の先鋭化には、農民の大

規模な招集による農産物減産と、食糧調達の困難によ

る首都の飢餓があったという見方である（第1回）。

次はレーニンの「4月テーゼ」、つまり、ブルジョア民

主革命をプロレタリアートと農民が権力を握る社会主義

革命に転化させる、というレーニンの革命路線は、「マ

ルクス主義の基本前提」に矛盾するという指摘である。

社会主義とは資本主義の発展の上に展望するものであ

り、当時のロシアはその条件と矛盾するというものだ。

三つ目に、スターリン治世期の富農撲滅闘争と農業

集団化と突撃的な工業建設は、懲罰機関NKVD（内務

人民委員部）による大粛清と相互に関連し合っており、

戦後復興のための独・日戦時捕虜の抑留・懲役はその
一環だったこと、そして、予想外に早かった原水爆の開

発も「原子力収容所＝Atomic Guしag」に負っていたと

いう（第2回）。

本稿は、ノメンクラツーラ（特権階級）分析の先駆、
ジラス著『新しい階級』に着目、スターリン期やフルシチ

ョフ期、エリツィン期にどのような特権階級が形成され

たかを対照する（第3回）。エリツィン期を、オリガルヒ

（寡占政商）が国有財産を私物化した資本主義と特徴
づける一方、プーチン期を、天然資源や国防分野で再

編復活した国有企業が主導する資本主義の形成とみ
て、現ロシアを「統治するエリート」が牽引し、「中産階

級」が支配する社会と性格づける（第4回）。ただしロ
シアは、17の自治共和国を含む85地域を擁するという、

世界一錯綜した国であり、大統領の強大な権限も、ロシ

アの欠陥というより、必要によるもの、と見なしている。

当論文の異穂全文を、キエフの週刊誌『2000』が掲載している。筆者の了解を得て

本誌では抄訳としているが、本誌読者のために原文に一部、手を加えている。原題
は『OTBJIAEMMMPAnEWIHAKBJIAIMMMPynyTVIHy．Kl00ーIlel・WrOOK
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第　2　次　大

総兵力

米　1．236

英　　509

仏　　700

ソ連1，250

中国　500

日　　　826

独　1，000

伊　　450

注：①総兵力は最大動員時。②戦死兵（）は作成者。（り第1次大戦の日本戦死兵は靖国神社合
祀者数。資料：R．GoraIski（1981），S．Everrett（1980）．など。帝政ロシアはFG．，KrIVOSheev（2001）．
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1
9
1
7
年
ま
で
の

ロ
シ
ア

1
9
1
4
年
の
ロ
シ
ア
の
人
口
は

約
1
・
7
億
人
で
、
合
衆
国
の
約
1

億
人
を
上
回
っ
て
い
た
。
国
民
総
所

得
は
米
・
独
・
英
に
つ
づ
く
4
位
で
、

5
位
が
仏
、
6
位
が
伊
、
7
位
、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
二
重
帝

国
（
以
下
、
填
洪
国
）
、
8
位
が
日
本
。

1
人
当
た
り
で
は
概
ね
欧
州
諸
国
以

下
だ
っ
た
が
、
日
本
よ
り
上
だ
っ
た
。

英
・
仏
・
蘭
な
ど
の
豊
か
さ
は
か

な
り
の
程
度
、
海
外
植
民
地
か
ら
の

収
奪
に
負
っ
て
い
た
。
欧
州
の
工
業

発
展
を
主
導
し
た
ド
イ
ツ
は
後
発

「
帝
国
」
と
し
て
海
外
市
場
の
両
分

割
を
志
向
。
日
本
と
ロ
シ
ア
は
2
0
世

紀
最
初
の
大
戦
で
あ
る
霞
目
戦
争
を

戦
っ
た
。
日
本
は
日
英
同
盟
を
結
び
、

ロ
シ
ア
は
フ
ラ
ン
ス
と
提
携
し
た
。

2
0
世
紀
初
頭
の
ロ
シ
ア
は
ま
だ
農

業
国
で
あ
り
、
農
民
層
の
圧
倒
的
多

く
は
土
地
を
共
有
す
る
村
落
共
同
体

（
ミ
ー
ル
）
　
に
統
合
さ
れ
て
い
た
。

数
百
年
間
、
厳
し
い
気
候
条
件
下
で

村
落
の
形
成
を
可
能
と
し
て
き
た
こ

の
制
度
が
、
露
日
戦
争
後
の
ス
ト
ル

イ
ピ
ン
改
革
で
解
体
さ
れ
た
。
ス
ト

ル
イ
ピ
ン
は
土
地
私
有
制
を
導
入
し
、

農
家
が
共
同
体
を
離
脱
し
、
自
営
農

場
を
設
立
す
る
（
独
立
自
営
農
民
に

な
る
）
　
の
を
許
容
し
た
。
改
革
は
農

業
の
生
産
性
を
引
き
あ
げ
始
め
た
。

1
9
1
7
年
の
ロ
シ
ア
「
1
0
月
革
命
」
か
ら
1
0
0
年
を
迎
え
る
。
銘
歳
に
な
る
「
異
論

派
」
知
識
人
の
メ
ド
ゥ
エ
ー
ジ
エ
フ
兄
弟
は
、
節
目
と
な
る
今
軟
、
「
同
月
革
命
」
は

「
世
界
史
の
ー
大
転
換
点
だ
っ
た
」
が
「
ロ
シ
ア
の
人
々
に
は
幸
福
と
正
義
を
も
た
ら

さ
な
か
っ
た
」
と
す
る
論
文
を
発
表
し
た
。
革
命
以
降
の
政
治
的
実
験
を
淡
々
と
描

き
つ
つ
、
重
要
な
論
点
を
提
起
す
る
こ
の
論
文
の
抄
訳
を
、
4
回
に
わ
け
掲
載
す
る
。

第
l
次
大
戦
と
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
の
飢
餓
◆
世
界
史
上
最
大

の
ロ
シ
ア
軍
は
、
コ
サ
ッ
ク
を
除
く
9
割
方
が
軍
事
教
練
の
乏

し
い
農
民
兵
で
あ
り
、
右
の
表
1
の
よ
う
に
莫
大
な
損
傷
を

被
っ
た
。
未
曽
有
の
農
民
兵
の
動
員
、
延
び
た
前
線
、
急
拡
大

し
た
軍
需
産
業
が
農
業
生
産
に
圧
し
掛
か
っ
た
。
農
業
先
進

地
で
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
バ
ル
ト
地
方
の
喪

失
が
帝
国
全
体
の
食
糧
供
給
を
さ
ら
に
制
約
し
た
。
数
百
万

頭
も
の
農
耕
馬
の
「
戦
時
動
員
」
も
農
業
生
産
性
を
低
下
さ

せ
た
が
、
最
も
深
刻
な
問
題
は
、
鉄
道
網
が
食
違
農
産
物
の

調
達
増
に
対
処
で
き
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
食
糧
不
足
は
、
農
産

物
と
交
換
し
う
る
、
燃
料
や
衣
料
な
ど
の
商
品
不
足
か
、
皇
段

と
悪
化
し
た
。
諸
物
価
が
際
限
な
く
高
騰
す
る
一
方
、
政
府
が

食
糧
調
達
価
格
の
値
上
げ
を
拒
ん
だ
た
め
、
農
民
が
政
府
の

固
定
価
格
で
農
産
物
を
売
る
の
を
躊
躇
し
た
。
配
給
制
を
実

施
す
る
と
パ
ン
を
求
め
る
長
蛇
の
列
が
日
常
化
し
た
。
首
都

に
食
糧
供
給
し
て
い
た
鉄
道
は
、
自
ら
も
大
消
費
都
市
で
あ

る
モ
ス
ク
ワ
と
結
ぶ
た
だ
一
本
。
2
月
革
命
は
、
「
食
糧
を
供

戦
旗
6
7
2
8
3
9
5
0
0
1
1
6

0
　
　
0
　
　
2

3
　
　
0
　
　
1

6

【表1】
第
2
次
大
戦
と
第
1
次
大
戦
の
主
要
交
戦
国
の

最
大
動
員
時
兵
力
と
犠
牲
者
の
比
較
（
万
人
）

異
論
派
◆
1
9
6
0
年
代
後
半
に
デ
ィ
シ
デ
ン
ト
＝
異
論
派

と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
の
活
動
が
広
ま
っ
た
。
代
表
的
存
在

が
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
と
サ
ハ
ロ
フ
と
メ
ド
ヴ
エ
ー
ジ
エ
フ
兄

弟
で
あ
る
。
異
論
派
の
活
動
と
は
、
「
雪
ど
け
」
と
民
主
化
の

動
き
を
逆
転
さ
せ
る
ブ
レ
ジ
ネ
フ
反
動
期
に
、
科
学
や
文
学

や
通
信
の
自
由
の
た
め
に
た
た
か
っ
た
多
様
な
知
識
人
の
活

動
の
こ
と
で
あ
る
。
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1
4
年
8
月
に
勃
発
し
た
填
洪
国
お

よ
び
ド
イ
ツ
と
の
大
戦
に
ロ
シ
ア
が

参
戦
し
た
の
は
、
同
盟
国
セ
ル
ビ
ア

と
の
盟
約
に
従
っ
た
も
の
だ
。
嘆
洪

国
が
同
年
7
月
に
セ
ル
ビ
ア
に
宣
戦

を
布
告
、
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
を
砲
撃
し

た
。
当
時
の
ロ
シ
ア
軍
の
規
模
は
欧

州
最
大
だ
っ
た
。
1
6
年
末
ま
で
に
3

6
0
万
が
戦
死
、
2
0
0
万
以
上
が

捕
虜
と
な
り
、
数
百
万
が
負
傷
。
敗

戦
と
独
I
I
摸
漢
国
軍
に
よ
る
ロ
シ
ア

領
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
バ

ル
ト
沿
岸
地
方
の
占
領
に
よ
り
、
首

都
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
ば
か
り
か
、
お

も
な
工
業
地
帯
で
も
食
揖
供
給
が
激

減
し
た
。
イ
ン
フ
レ
激
化
と
通
貨
ル

ー
ブ
ル
の
暴
落
は
、
南
部
地
方
と
た

だ
鉄
道
一
本
で
し
か
連
結
し
な
い
首

都
（
人
口
約
3
0
0
万
）
　
の
食
糧
事

情
を
悪
化
さ
せ
、
ペ
テ
ロ
グ
ラ
ー
ド

で
飢
餓
に
よ
る
暴
動
、
ス
ト
、
デ
モ

が
始
ま
っ
た
。
南
部
の
農
民
た
ち
は

暴
落
し
た
ル
ー
ブ
ル
で
穀
物
を
売
る

の
を
拒
ん
だ
。

2
月
革
命

2
月
2
3
日
（
ロ
シ
ア
暦
、
後
日
導

入
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
‥
以
下
、
《
グ
》

と
表
記
、
で
3
月
8
日
、
国
際
女
性

デ
ー
）
に
始
ま
っ
た
ペ
ト
ロ
ダ
ラ
ー

ド
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
数
百
の

工
場
に
広
が
り
、
労
働
者
地
区
で
は

路
上
に
バ
リ
ケ
ー
ド
が
現
れ
た
。
数

日
の
う
ち
に
首
都
の
守
備
隊
の
多
く

が
労
働
者
側
に
立
ち
始
め
た
。
当
時

の
出
来
事
に
は
、
1
日
単
位
だ
け
で

な
く
、
1
時
間
ご
と
の
詳
し
い
記
録

も
残
さ
れ
て
い
る
。

3
月
1
日
（
《
グ
》
1
4
日
）
　
に
ロ

シ
ア
臨
時
政
府
が
設
立
さ
れ
た
。
3

月
2
日
（
《
グ
》
1
5
日
）
　
の
皇
帝
ニ

コ
ラ
イ
2
世
退
位
の
署
名
と
そ
の
公

表
は
全
ロ
シ
ア
く
ま
な
く
ふ
整
骨
で
迎

え
ら
れ
た
。
ま
さ
に
こ
の
臨
時
政
府

が
、
わ
が
国
の
死
刑
廃
止
、
憲
兵
隊

本
部
の
解
体
、
全
市
民
の
平
等
の
権

利
、
貴
族
の
特
権
廃
止
、
官
吏
と
軍

人
の
「
（
1
4
等
級
の
）
文
武
官
等
級
表
」

の
廃
止
、
政
治
犯
や
亡
命
者
な
ど
の

恩
赦
と
い
う
、
一
大
改
革
を
実
施
し

た
の
だ
。
も
し
も
こ
の
新
政
府
が
戦

争
離
脱
と
、
ド
イ
ツ
＝
填
洪
国
と
の

和
平
交
渉
を
決
断
し
て
い
た
ら
、
革

命
運
動
も
引
き
潮
に
向
か
っ
て
い
た

に
相
違
な
い
。
だ
が
そ
う
な
ら
な
か

っ
た
。
ロ
シ
ア
軍
が
崩
壊
し
て
い
た

の
に
、
ロ
シ
ア
臨
時
政
府
は
主
と
し

て
仏
・
莫
連
合
国
の
圧
力
の
も
と

で
、
「
戦
勝
日
的
」
の
戦
争
継
続
の
方

針
を
と
っ
た
。
前
線
で
攻
撃
に
出
た

が
、
無
惨
な
敗
北
に
終
わ
っ
た
。

第
二
の
決
定
的
難
題
は
財
政
問
題

だ
っ
た
。
ロ
シ
ア
は
君
主
制
崩
壊
に

は
堪
え
ぬ
く
こ
と
が
で
き
た
。
し
か

し
、
「
ツ
ァ
ー
リ
（
皇
帝
）
　
の
肖
像
入

り
ル
ー
ブ
ル
」
の
崩
落
に
は
堪
え
ら

れ
な
か
っ
た
。
戦
前
の
ロ
シ
ア
で
は

皇
帝
の
肖
像
は
紙
幣
だ
け
に
刻
印
さ

れ
た
の
で
は
な
い
。
ル
ー
ブ
ル
金
貨

も
コ
ペ
イ
カ
銀
貨
も
、
コ
ペ
イ
カ
銅

貨
も
刻
印
さ
れ
て
い
た
。
流
通
す
る

金
貨
と
銀
貨
の
存
在
が
、
確
実
に
紙

幣
の
流
通
を
保
証
し
て
お
り
、
最
高

額
紙
幣
は
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
を
描
く

5
0
0
ル
ー
ブ
ル
札
だ
っ
た
。
戦
争

給
で
き
な
い
政
府
」
に
対
す
る
自
然
発
生
的
な
反
乱
の
結
果

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
叩
月
革
命
で
権
力
を
握
っ
た
新
政
府
も

同
じ
く
、
都
市
労
働
者
向
け
の
「
食
糧
を
供
給
で
き
ず
」
、
武

力
行
使
を
厭
わ
ず
に
農
民
か
ら
食
糧
を
調
達
す
る
「
戦
時
共

産
主
義
」
に
突
入
し
て
い
く
。

首
都
の
守
備
隊
◆
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
軍
管
区
が
首
都
の
治
安
維

持
に
あ
た
っ
て
い
た
。
し
か
し
開
戦
と
と
も
に
そ
の
精
鋭
部
隊

は
前
線
に
出
動
し
、
各
連
隊
の
新
兵
訓
練
の
た
め
の
予
備
部

隊
が
残
さ
れ
た
。
2
月
2
3
日
に
は
警
察
の
治
安
維
持
の
全
権

が
軍
に
移
管
さ
れ
た
。
2
7
日
朝
、
近
衛
歩
兵
連
隊
ヴ
オ
ル
イ
二

部
隊
で
反
乱
が
始
ま
り
2
8
日
夕
刻
に
は
首
都
守
備
隊
の
は
ば

全
体
が
革
命
側
に
つ
い
た
。

ニ
コ
ラ
イ
2
世
◆
ロ
マ
ノ
フ
朝
最
後
の
第
1
4
代
皇
帝
（
在
位
1

8
9
4
年
日
月
～
1
9
1
7
年
3
月
1
5
日
）
。
独
皇
帝
ヴ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
2
世
や
英
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
5
世
の
従
弟
。
1
8
年
1
月
ウ

ラ
ル
の
エ
カ
テ
リ
ン
ブ
ル
ク
（
2
0
2
5
年
国
際
万
博
開
催
地

に
立
候
補
）
で
一
家
と
も
ど
も
虐
殺
さ
れ
る
。

死
刑
廃
止
◆
国
内
戦
が
始
ま
る
と
、
革
命
遂
行
の
た
め
司
法

人
民
委
員
部
の
決
定
に
よ
り
1
8
年
、
死
刑
が
復
活
さ
れ
た
。

仏
・
英
連
合
国
の
圧
力
◆
開
戦
時
「
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
に
終
わ

る
」
と
楽
観
視
さ
れ
た
第
1
次
大
戦
は
、
損
傷
の
激
し
い
望
壕

戦
の
膠
着
と
海
上
封
鎖
の
影
響
な
ど
で
、
ど
の
参
戦
国
も
4

年
に
及
ぶ
総
力
戦
で
疲
弊
し
た
。
仏
・
ベ
ル
ギ
ー
領
内
に
構
築

さ
れ
た
西
部
戦
線
の
塑
喋
繰
で
独
軍
と
対
時
す
る
仏
英
軍
に

と
り
、
東
部
戦
線
か
ら
の
帝
政
ロ
シ
ア
軍
の
戦
線
離
脱
は
、
膠

着
す
る
塾
壕
戦
の
均
衡
を
独
軍
側
に
傾
け
る
恐
れ
が
あ
っ

た
。
漁
夫
の
利
を
得
た
の
が
日
本
で
あ
る
。
欧
州
列
強
が
不
在

に
な
っ
た
ア
ジ
ア
市
場
を
日
本
が
席
巻
す
る
こ
と
で
長
期
の

大
戦
景
気
を
謳
歌
す
る
と
と
も
に
、
日
本
軍
は
、
中
国
の
ド
イ

ツ
租
借
地
を
攻
略
、
太
平
洋
の
多
数
の
ド
イ
ツ
領
諸
島
を
占

領
し
た
。

ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
労
働
者
・
兵
士
代
表
ソ
ヴ
イ
エ
ト
◆
首
都
で

組
織
さ
れ
た
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
。
全
ロ
シ
ア
で
1
万
の
市
と
村
で
設

立
さ
れ
た
ソ
ヴ
ィ
工
ト
の
ひ
と
つ
。

エ
ス
エ
ル
党
◆
エ
ス
エ
ル
党
は
、
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
の
流
れ
を
汲

み
、
地
主
地
の
没
収
を
望
む
農
民
が
支
持
。
1
0
月
革
命
後
の

憲
法
制
定
会
議
選
挙
で
過
半
数
を
占
め
第
一
党
と
な
っ
た
が
、

ポ
リ
シ
ェ
ゲ
イ
キ
を
支
持
す
る
左
派
と
右
派
に
分
裂
。

ト
ロ
ッ
キ
ー
（
1
8
1
9
～
1
9
4
0
）
◆
1
0
月
革
命
の
レ
ー
一
一

ン
に
次
ぐ
指
導
者
の
一
人
。
赤
軍
の
創
設
者
。
1
9
4
0
年
に

亡
命
先
の
メ
キ
シ
コ
で
ス
タ
ー
リ
ン
の
刺
客
に
暗
殺
さ
れ
た
。

西
部
戦
線
◆
長
期
の
総
力
戦
下
に
一
般
市
民
へ
の
統
制
が
強
　
4
9
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に
伴
う
イ
ン
フ
レ
で
1
5
年
以
降
、
金

・
銀
の
み
か
銅
貨
ま
で
退
蔵
さ
れ
、

流
通
か
ら
消
え
た
。
硬
貨
鋳
造
が
止

ま
っ
た
。
政
府
は
遮
二
無
二
に
紙
幣

だ
け
刷
っ
た
。
2
月
革
命
後
、
旧
紙

幣
に
代
替
し
た
の
が
平
民
「
ケ
レ
ン

ス
キ
ー
（
首
相
名
）
紙
幣
」
と
呼
ば

れ
た
新
紙
幣
。
紙
質
は
粗
悪
で
、
番

号
も
署
名
も
な
い
。
新
紙
幣
は
政
府

が
農
村
で
穀
物
専
売
今
に
よ
り
、
都

市
向
け
食
糧
を
固
定
価
格
で
徴
発
す

る
の
を
可
能
に
し
た
が
、
通
常
の
売

買
に
使
う
の
は
困
難
だ
っ
た
。
秋
の

寒
波
と
と
も
に
、
再
び
飢
餓
が
首
都

の
主
要
問
題
と
な
っ
た
。
鉄
道
8
本

が
結
ぶ
モ
ス
ク
ワ
は
物
々
交
換
の
お

蔭
で
持
ち
堪
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

1
0
月
革
命

1
0
月
革
命
－
－
－
臨
時
政
府
の
転
覆

と
、
首
都
の
権
力
の
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー

ド
労
働
者
・
兵
士
代
表
ソ
ウ
ィ
エ
ト

（
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
は
「
会
議
」
　
の
意
）

革
命
軍
事
委
員
会
へ
の
移
行
　
－
　
は

無
血
革
命
だ
っ
た
。
日
月
2
5
日
（
《
グ
》

日
月
7
日
）
深
夜
、
ポ
リ
シ
エ
ヴ
ィ

キ
と
エ
ス
エ
ル
　
（
社
会
革
命
党
）
左

派
が
多
数
を
占
め
た
、
第
2
回
全
ロ

シ
ア
労
働
者
・
兵
士
代
表
ソ
ヴ
ィ
エ

ト
大
会
は
、
権
力
が
、
ペ
ト
ロ
ダ
ラ

ー
ド
と
全
ロ
シ
ア
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に

移
行
し
た
と
宣
言
し
た
。
同
大
会
は
、

「
平
和
の
布
告
」
だ
け
で
な
く
、
お

も
に
地
主
の
所
有
物
の
没
収
と
農
民

へ
の
引
き
渡
し
を
規
定
す
る
「
土
地

に
関
す
る
布
告
」
を
も
採
択
し
た
。

大
会
は
ロ
シ
ア
の
新
政
府
　
－
　
ウ
ラ

ジ
ー
ミ
ル
・
レ
ー
ニ
ン
を
首
班
と
す

る
人
民
委
員
会
議
（
政
府
）
1
－
－
を

樹
立
し
た
。
こ
の
政
府
の
成
員
に
は

外
務
人
民
委
員
（
人
民
委
員
は
後
に

大
臣
と
名
称
変
更
）
　
の
」
・
D
・
ト

ロ
ッ
キ
ー
や
、
民
族
問
題
人
民
委
員

の
I
・
Ⅴ
・
ス
タ
ー
リ
ン
も
含
ま
れ

て
い
た
。

ド
イ
ツ
と
の
ブ
レ
ス
ト
‖
リ
ト
フ

ス
ク
講
和
条
約
が
1
8
年
3
月
初
め

に
、
独
軍
の
攻
勢
の
成
功
後
、
実
質

的
に
は
ロ
シ
ア
の
降
伏
後
に
調
印
さ

れ
、
そ
の
結
果
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
含

む
膨
大
な
西
方
領
土
を
失
っ
た
。
だ

が
、
ブ
レ
ス
ト
講
和
は
西
部
戦
線
で

の
ド
イ
ツ
＝
嘆
洪
国
の
降
伏
後
の
1
8

年
日
月
に
無
効
と
な
る
。

国
内
戦

1
0
月
革
命
か
ら
わ
ず
か
1
年
後
に

ロ
シ
ア
で
国
内
戦
争
が
始
ま
っ
た
。

こ
の
国
内
戦
の
原
因
と
結
果
の
解
釈

に
は
多
く
の
諸
説
が
あ
る
。
肝
要
な

の
は
、
ポ
リ
シ
エ
ヴ
ィ
キ
と
労
農
赤

軍
が
こ
の
長
い
戦
争
で
勝
利
を
お
さ

め
、
い
く
つ
も
の
部
分
に
分
解
し
た

ロ
シ
ア
を
統
合
し
、
そ
れ
を
新
た
な

連
邦
国
で
あ
る
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主

義
共
和
国
連
邦
に
連
結
さ
せ
た
と
い

う
争
う
余
地
の
な
い
事
実
で
あ
る
。

こ
の
国
内
戦
の
勝
利
を
可
能
と
す
る

の
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の

が
、
ロ
シ
ア
共
産
党
（
ボ
）
（
「
ボ
」

は
ポ
リ
シ
エ
ヴ
ィ
キ
の
略
）
第
m
回

党
大
会
で
発
表
さ
れ
た
「
戦
時
共
産

主
義
」
政
策
に
取
っ
て
替
わ
る
、
ネ

ッ
プ
＝
新
経
済
政
策
だ
っ
た
。

薪
経
済
政
策
‖
ネ
ッ
プ

2
1
年
の
ロ
シ
ア
経
済
は
「
破
滅
」

の
一
語
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
ポ
リ

シ
エ
ヴ
ィ
キ
が
統
治
す
る
ロ
シ
ア
領

は
、
ロ
シ
ア
帝
国
か
ら
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
と
バ
ル
ト
3
回
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ベ
ッ
サ
ラ
ビ
ア
が
離
脱
し
た
た
め
、

減
少
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
は
同
国

軍
が
占
領
す
る
白
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
西
部
地
域
が
含
ま
れ
て
い

た
。
古
来
の
ロ
シ
ア
住
民
が
、
国
内

戦
と
飢
饉
と
疫
病
に
よ
る
損
失
と
亡

命
に
よ
り
か
な
り
減
少
し
た
。
ソ
連

邦
の
大
ま
か
な
推
定
で
は
2
2
年
の
人

口
は
約
1
億
3
0
0
0
万
人
だ
っ

た。
ネ
ッ
プ
導
入
が
経
済
の
混
乱
か
ら

国
を
救
っ
た
。
新
し
い
法
律
が
私
的

な
企
業
活
動
と
商
業
を
許
し
た
。
農

ま
り
、
海
上
封
鎖
に
よ
り
植
民
地
か
ら
の
物
資
を
絶
た
れ
た

同
盟
諸
国
は
疲
弊
し
た
。
1
9
1
8
年
に
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
と

嘆
で
革
命
が
お
こ
り
、
二
重
帝
国
が
瓦
解
、
狼
で
も
日
月
に
キ

ー
ル
軍
港
で
水
兵
反
乱
が
お
き
た
。
独
軍
は
ブ
レ
ス
ト
講
和
に

よ
り
、
東
部
戦
線
か
ら
西
部
戦
線
へ
部
隊
を
転
進
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
が
、
西
部
戦
線
は
新
た
に
強
力
な
連
合
国
軍
＝

ア
メ
リ
カ
車
が
参
戦
し
た
。
水
兵
反
乱
の
直
後
、
独
皇
帝
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
2
世
が
退
位
、
大
戦
が
終
結
、
休
戦
が
成
立
し
た
。

労
農
赤
軍
◆
m
月
革
命
後
の
1
8
年
1
月
、
レ
ー
ニ
ン
首
班
の

人
民
委
員
会
議
（
政
府
）
が
、
2
月
革
命
後
に
で
き
た
武
装
労

働
者
の
民
兵
部
隊
＝
赤
衛
軍
（
1
0
月
革
命
時
の
兵
員
は
2

万
）
を
も
と
に
「
労
働
者
・
農
民
赤
軍
（
労
農
赤
軍
）
」
の
設

立
を
布
告
。
2
月
に
首
都
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
に
侵
攻
す
る
独

軍
に
赤
軍
が
抵
抗
し
た
。
敗
北
し
ブ
レ
ス
ト
講
和
に
調
印
後
、

ポ
リ
シ
工
ヴ
ィ
キ
政
権
は
外
務
人
民
委
員
を
辞
任
し
、
軍
事

人
民
委
員
・
自
警
同
軍
事
会
議
（
9
月
以
降
は
共
和
国
革
命
軍

事
会
議
）
議
長
に
就
任
し
た
ト
ロ
ッ
キ
ー
の
も
と
で
赤
軍
の
再

編
成
に
着
手
し
た
。
同
議
長
に
、
当
時
レ
ー
ニ
ン
と
並
ぶ
権
威

を
享
受
す
る
ト
ロ
ッ
キ
ー
が
就
い
た
こ
と
は
、
軍
の
再
編
が
ポ

リ
シ
工
ゲ
イ
キ
政
権
に
と
り
、
最
優
先
課
題
で
あ
る
こ
と
を
内

外
に
印
象
づ
け
た
。
ト
ロ
ッ
キ
ー
が
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の

は
、
ド
イ
ツ
正
規
軍
と
交
戦
可
能
な
軍
隊
を
再
建
す
る
こ
と

だ
っ
た
。

分
解
し
た
ロ
シ
ア
の
統
合
◆
第
一
次
大
戦
の
結
果
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
と
バ
ル
ト
諸
国
が
ロ
シ
ア
帝
国
か
ら
離
脱
し
た
。
国
内
戦

が
終
息
に
向
か
う
と
、
ロ
シ
ア
共
産
党
の
手
で
各
地
の
ソ
ヴ
イ

工
卜
政
権
と
の
統
合
が
進
行
し
、
1
9
2
2
年
に
第
1
回
全
連

邦
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
大
会
が
開
催
さ
れ
、
ロ
シ
ア
連
邦
共
和
国
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
社
会
主
義
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
共
和
国
、
白
ロ
シ
ア
社
会
主

義
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
共
和
国
、
ザ
カ
フ
カ
ー
ス
連
邦
の
4
回
が
平
等

な
立
場
で
加
盟
す
る
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
の

樹
立
を
宣
言
し
た
。
そ
の
後
3
6
年
に
ザ
カ
フ
カ
ー
ス
連
邦
の

グ
ル
ジ
ア
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
3
国
は
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
連
邦
の
直
接
の
構
成
共
和
国
と
な
る
。

ペ
ッ
サ
ラ
ピ
ア
◆
1
8
0
6
年
の
露
土
戦
争
の
結
果
、
ル
ー
マ

ニ
ア
人
の
モ
ル
ダ
ビ
ア
公
国
領
を
、
当
時
宗
主
権
を
持
っ
て
い

た
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
ロ
シ
ア
帝
国
に
一
部
割
譲
し
た
際
に
、
割

譲
さ
れ
た
公
国
東
部
地
方
を
ロ
シ
ア
側
が
指
し
て
い
っ
た
名

称
。
現
在
の
モ
ル
ド
バ
。

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
◆
1
9
2
0
年
代
を
通
じ
、
独
・
英
・
米
・

仏
・
日
の
企
業
に
よ
る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
が
展
開
が
み
ら

れ
た
が
、
そ
の
成
果
は
期
待
し
た
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
と
み
ら

れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
ソ
連
国
家
機
関
の
官
僚
主
義
、
厳
し
い

外
資
規
制
、
自
由
な
雇
用
へ
の
制
限
、
自
社
製
品
の
国
内
外
へ

の
直
接
販
売
の
禁
止
な
ど
と
い
う
、
ソ
連
特
有
の
制
約
も
絡

ん
で
い
た
よ
う
だ
。
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
事
例
に
日
本
資
本
の



週刊金曜日　2017．11．3（1159号）

業
に
破
滅
的
な
食
糧
徴
発
（
「
戦
時

共
産
主
義
」
期
の
強
制
的
な
食
糧
徴

発
）
が
、
農
業
生
産
を
刺
激
す
る
タ

イ
プ
の
食
糧
税
に
代
わ
っ
た
。
市
場

関
係
の
発
展
は
金
融
の
改
革
か
ら
、

流
通
へ
の
金
免
換
の
「
チ
ェ
ル
ヴ
オ

ー
ネ
ッ
ツ
通
貨
（
金
免
換
時
代
の
日

銀
券
に
相
当
）
」
と
、
ル
ー
ブ
ル
銀

貨
お
よ
び
5
0
コ
ペ
イ
カ
銀
貨
の
鋳
貨

導
入
か
ら
始
ま
っ
た
。
地
下
資
源
鉱

業
の
事
業
所
と
製
造
工
場
を
外
国
資

本
に
賃
貸
す
る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

（
特
定
の
地
理
的
な
い
し
事
業
範
囲

に
お
け
る
独
占
的
営
業
権
の
譲
渡
）

が
許
さ
れ
た
。
通
貨
の
安
定
に
つ
れ

銀
行
の
機
能
も
徐
々
に
回
復
し
て
き

た
。
経
済
が
急
速
に
発
展
し
、
2
8
年

の
国
民
所
得
の
成
長
率
は
1
8
％
だ
っ

た
。
慢
性
的
な
経
済
危
機
に
あ
っ
た

西
欧
諸
国
、
と
く
に
失
業
と
ハ
イ
パ

ー
イ
ン
フ
レ
に
あ
え
ぐ
ド
イ
ツ
の
状

態
に
比
べ
、
2
8
年
の
ソ
連
の
成
果
は

際
立
っ
た
。

ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
レ
1
“
一
ン

レ
ー
ニ
ン
は
1
0
月
革
命
の
指
導
者

か
つ
組
織
者
だ
っ
た
。
亡
命
先
か
ら

ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
に
戻
る
と
、
彼
は

『
プ
ラ
ウ
ダ
』
に
有
名
な
「
4
月
テ

ー
ゼ
」
を
発
表
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主

革
命
が
社
会
主
義
革
命
に
転
化
す
る

の
は
必
須
で
あ
り
、
「
そ
の
過
程
で
権

力
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
と
貧
農
の
手
に

渡
す
べ
き
で
あ
る
」
こ
と
を
根
拠
づ

け
た
。
こ
の
政
綱
は
マ
ル
ク
ス
主
義

の
基
本
的
前
提
と
矛
盾
す
る
新
教
義

だ
っ
た
。
戦
争
と
食
糧
危
機
が
続
く

条
件
に
あ
り
な
が
ら
、
し
か
し
、
何

は
さ
て
お
き
、
こ
の
ペ
ト
ロ
ダ
ラ
ー

ド
で
革
命
が
成
功
す
る
見
込
み
が
あ

る
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
1
0
月
革
命
は
首
都
の
危

機
的
食
糧
事
情
を
変
え
な
か
っ
た
。

ド
イ
ツ
車
は
ペ
ト
ロ
ダ
ラ
ー
ド
攻
撃

を
再
開
、
ナ
ル
ヴ
ア
と
ブ
ス
コ
フ
（
侵

入
路
の
エ
ス
ト
ニ
ア
国
境
沿
い
に
あ

る
古
都
二
つ
）
を
脅
威
に
晒
し
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
独
立
を
通
告
、
カ

レ
リ
ア
地
峡
南
部
の
対
ロ
シ
ア
国
境

線
を
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
か
ら
僅
か
0
0

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
引
い
た
。

冬
季
は
首
都
へ
の
食
糧
供
給
が
妨

げ
ら
れ
、
住
民
の
配
給
は
1
日
1
2

0
～
2
0
0
グ
ラ
ム
　
（
小
麦
粉
）
に

減
っ
た
。
州
と
銀
行
、
郵
便
電
信

の
従
業
員
は
、
現
金
給
与
の
欠
配
で

働
く
の
を
拒
ん
だ
。
歴
史
的
な
解
決

策
と
し
て
、
人
民
委
員
会
議
は
、
1
8

年
3
月
1
3
日
ロ
シ
ア
共
和
国
の
首
都

を
秘
密
裏
に
遷
都
し
た
。
モ
ス
ク
ワ

の
ク
レ
ム
リ
ン
が
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府

の
所
在
地
と
な
っ
た
。

だ
が
、
レ
ー
ニ
ン
本
人
は
安
全
を

怠
り
、
時
折
工
場
の
集
会
に
車
で
運

転
手
し
か
連
れ
ず
に
出
か
け
た
。
1
8

年
8
月
、
エ
ス
エ
ル
女
性
党
員
カ
プ

ラ
ン
の
暗
殺
未
遂
で
レ
ー
ニ
ン
が
重

傷
を
負
っ
た
。
彼
は
1
0
月
末
ま
で
に

は
回
復
し
、
仕
事
と
演
説
を
再
開
し

た。
レ
ー
ニ
ン
は
独
裁
者
で
な
く
、
指

導
者
だ
っ
た
。
存
在
し
た
の
は
「
ポ

リ
シ
エ
ヴ
ィ
キ
党
の
独
裁
」
で
、
実

際
は
中
央
委
員
会
と
政
治
局
の
独
裁

だ
っ
た
。

彼
の
重
要
な
国
際
的
影
響
の
な
か

に
、
1
9
年
3
月
の
共
産
主
義
イ
ン
タ

ナ
シ
ョ
ナ
ル
　
（
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
）
　
の

創
設
が
あ
る
。
英
国
や
中
国
、
日
本

な
ど
の
共
産
党
は
レ
ー
ニ
ン
存
命
中

に
創
設
さ
れ
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
加

盟
し
た
。
し
か
し
、
レ
ー
ニ
ン
自
身

の
健
康
は
悪
化
し
た
。
脳
の
血
液
循

環
を
損
な
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
首

か
ら
弾
丸
を
取
り
除
く
手
術
は
行
な

わ
れ
な
か
っ
た
。
レ
ー
ニ
ン
が
自
分

の
執
務
室
で
仕
事
を
し
た
の
は
2
2
年

1
2
月
1
2
日
が
最
後
だ
っ
た
。

余
命
幾
何
も
な
い
と
察
知
し
た
レ

ー
ニ
ン
は
、
口
述
筆
記
さ
せ
た
「
大

会
へ
の
手
紙
」
の
な
か
で
、
自
分
に

最
も
近
い
同
僚
6
名
、
ス
タ
ー
リ
ン

と
ト
ロ
ッ
キ
ー
、
ジ
ノ
ピ
エ
フ
、
カ

ー
メ
ネ
フ
、
ブ
ハ
ー
リ
ン
、
ビ
ヤ
タ

コ
フ
の
肯
定
的
、
否
定
的
な
資
質
を

指
摘
す
る
短
い
評
価
を
与
え
、
次
期

の
党
大
会
で
新
た
な
党
指
導
者
を
選

ぶ
よ
う
提
起
し
て
い
た
。

さ
さ
き
　
よ
う
・
札
幌
学
院
大
学
名
誉
教

授
。
主
な
訳
書
に
　
『
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
は
な

ぜ
、
世
界
最
強
企
業
に
な
れ
た
の
か
』
（
金

曜
日
）
、
『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
農
業
』
（
北
大
国
書
刊

行
会
）
。
刊
行
中
の
　
『
ジ
ョ
レ
ス
・
メ
ド

ヴ
ュ
ー
ジ
ェ
フ
、
ロ
イ
・
メ
ド
ヴ
ュ
ー
ジ
ェ

フ
選
集
』
（
全
3
巻
4
冊
、
現
代
思
潮
新
社
）

の
解
題
・
監
修
を
担
当
。

「
北
樺
太
石
油
会
社
」
に
よ
る
石
油
生
産
が
あ
る
。

「
4
月
テ
ー
ゼ
」
の
矛
盾
◆
レ
ー
一
一
ン
が
亡
命
先
か
ら
帰
還
後

に
発
表
し
た
「
4
月
テ
ー
ゼ
」
は
、
①
革
命
の
現
状
が
、
権
力

を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
与
え
た
第
一
段
階
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民

主
革
命
か
ら
、
権
力
を
労
働
者
と
貧
農
に
引
き
渡
す
べ
き
第

一
一
段
階
へ
の
過
渡
期
に
あ
る
こ
と
。
②
目
標
は
議
会
制
民
主
主

義
で
は
な
く
労
働
者
・
貧
農
・
農
民
代
表
ソ
ゲ
イ
エ
ト
に
あ

る
。
社
会
主
義
を
即
刻
導
入
で
き
な
い
と
し
て
も
、
ソ
ヴ
イ
エ

ト
は
ま
ず
「
社
会
的
な
生
産
と
分
配
」
を
統
制
す
べ
き
だ
、
と

い
う
も
の
だ
っ
た
。
本
稿
は
、
こ
の
テ
ー
ゼ
の
見
地
は
マ
ル
ク

ス
主
義
の
基
本
的
前
提
に
反
す
る
と
指
摘
す
る
。
た
し
か
に
マ

ル
ク
ス
は
、
『
経
済
学
批
判
』
の
序
言
の
一
部
で
こ
う
述
べ
て
い

る
。
「
社
会
の
物
質
的
生
産
話
力
は
、
そ
の
発
展
が
あ
る
段
階

に
達
す
る
と
、
い
ま
ま
で
そ
れ
が
そ
の
な
か
で
動
い
て
き
た
既

存
の
生
産
諸
関
係
、
あ
る
い
は
そ
の
法
的
表
現
に
す
ぎ
な
い
所

有
諸
関
係
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
諸
関
係
は
、

生
産
話
力
の
発
展
諸
形
態
か
ら
そ
の
樫
椿
へ
と
一
変
す
る
。
こ

の
と
き
社
会
革
命
の
時
期
が
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
」
。

暗
殺
未
遂
◆
逮
捕
さ
れ
た
彼
女
は
「
ポ
リ
シ
工
ヴ
イ
キ
の
憲

法
制
定
会
議
解
散
」
が
動
機
と
語
り
、
9
月
初
め
裁
判
も
な

く
銃
殺
。
彼
女
は
失
明
同
然
、
所
持
す
る
拳
銃
と
摘
出
し
た

弾
丸
の
不
一
致
か
ら
も
真
犯
人
は
別
の
可
能
性
が
高
い
。
ポ
リ

シ
工
ヴ
ィ
キ
は
赤
色
テ
ロ
、
多
く
の
放
散
殺
害
に
出
た
。

日
本
共
産
党
＝
共
産
主
義
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
日
本
支
部
◆
1

9
4
3
年
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
解
散
ま
で
、
各
国
共
産
党
は
、
そ

の
支
部
と
し
て
活
動
し
た
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
は
2
2
年
6
月
に
片

山
潜
の
参
加
の
も
と
に
、
日
本
共
産
党
綱
領
草
案
の
起
草
を

す
す
め
、
同
党
は
同
年
日
月
開
催
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
4
回
大

会
に
、
高
瀬
清
、
川
内
唯
彦
を
派
遣
、
日
本
共
産
党
の
成
立

（
同
年
1
月
）
を
報
告
し
、
日
本
支
部
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。

ジ
ノ
ビ
エ
フ
（
1
8
8
3
～
1
9
3
6
）
◆
レ
ー
ニ
ン
の
側
近
と
し

て
ロ
シ
ア
革
命
に
参
加
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
議
長
な
ど
を
歴
任
し
た

が
、
ス
タ
ー
リ
ン
と
の
権
力
闘
争
に
敗
れ
、
銃
殺
さ
れ
る
。

カ
ー
メ
ネ
フ
（
1
8
8
3
～
1
9
3
6
）
◆
第
2
回
全
露
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
大
会
議
長
、
全
露
中
央
執
行
委
員
会
議
長
な
ど
を
歴
任
し

た
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
と
の
権
力
闘
争
に
敗
れ
、
銃
殺
さ
れ
る
。

ブ
ハ
ー
リ
ン
（
1
8
8
8
～
1
9
3
8
）
◆
ポ
リ
シ
エ
ヴ
イ
キ
有

数
の
理
論
家
。
1
9
3
5
年
「
ス
タ
ー
リ
ン
憲
法
」
の
起
草

者
。
レ
I
一
一
ン
死
後
ス
タ
ー
リ
ン
に
協
力
す
る
が
、
右
派
と
し

て
失
脚
、
1
9
3
8
年
に
銃
殺
。

ビ
ヤ
タ
コ
フ
（
1
8
9
0
～
1
9
3
7
）
◆
レ
ー
ニ
ン
の
遺
書
で
若

手
世
代
を
代
表
す
る
人
物
と
し
て
ブ
ハ
ー
リ
ン
と
と
も
に
評

さ
れ
た
。
1
9
2
8
年
に
自
己
批
判
し
て
復
党
を
許
さ
れ
た
　
5
1

が
、
3
7
年
に
銃
殺
さ
れ
た
。


